
具体的な対策はこのパンフレットの中をご覧ください : :   ,
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市民・事業者の「■めの

オ黄浜市新型インフルエンザ等対策行重力計画

横浜市では、新型インフルエンザ等対策行動計画を策

定し、発生に備えて対策を進めていますが、感染拡大や

市民のみなきんの日常生活への影響を少なくするために

は、市民のみなさん、事業者、横浜市、医療機関などが

それぞれの役割を担いながら行動をしていく必要があり

ます。このパンフレットでは、準備から発生時の対応ま

での流れを盛り込んでいます。

ご覧いただき、今から発生に備えて

準備を進めていきましょう。

横浜市健康福祉局健康安全課



新型インフルエンザヒ:す ?
新型インフルエンザは、鳥などの動物に感染するインフルエンザウイルスが、人にも感染するようになり、さ

らに、人から人へと感染しやすく変化して発生すると考えられています。

ほとんどの人が新型インフルエンザに対する免疫 (抵抗力)を持つていないため、ひとたび発生すると、短い

期間のうちに世界中で大流行し(パンデミック)、 多くの人が感染すると考えらねています。

出典 :内閣宮房新型インフルエンザ等対策室

「新型インフルエンザ等対策について～新型インフルエンザ等の発生に対する危機管理～」

鳥インフルエンザ

ウイルスを野生水

鳥が腸内に保有

新型インフルエンザと季節性インフルエンザとの違い

38℃以上の発熱
咳、くしやみ等の呼吸器症状
頭痛、関節痛、全身倦怠感等

未確定 (発生後に確定)

未確定 (発生後に確定)

あり (風邪より強い)

大流行性/バンデミック



発生し「・場合の被害予想:す 7
重症化 しやすい新型インフルエンザが流行 した場

合、横浜市では、最大、入院患者が約 61,000人、死者が

約 19,000人発生することを想定しています。また、働

しヽている人について見てみると、国民の 25%が流行期

間 (約 8週間)に感染・発症した場合、ピーク時 (約 2週

間)には従業員の最大 40%程度が欠勤するケースが想

定さねます。

:被 害t最小限 I=す る「■ハI=・¨

新型インフルエンザ等対策特別

措置法では、新型インフルエンザ等

発生時の国や地方公共団体の対策

について定めています。これを受け

て、横浜市でも、右の目的のもと、新

型インフルエンザ等対策行動計画

を策定しています。

社会に与える影響は、学校・事業所の閉鎖か

ら公共交通機関の停止、食品流通などの基本

的なサービスまで及ぶおそれがあります。

※なお、2009年の新型インフルエンザにおける死亡数
は、日本全体で 203人でした。病原性の強弱や医療体
制、ワクチン、抗インフルエンザ薬の状況等により、被

害の程度が大きく異なつてくると考えられます。

鰯鶉

颯感染拡大を可能な限り抑

制し、市民の生命及び健康

を保護すること。

け市民生活及び市民経済に

及ぼす影響が最小となる

ようにすること。

行動計画に従つて、

事前の準備や発生時

の対応を市民・事業

者の皆様 とともに

行つていきます。

対策をすることで、感染

のピーク時を遅らせる

とともに、ピーク時の患

者数を小さくすること

ができ、医療の体制の強

化につながります。

◆新型インフルエンザ等の対策をした場合としなかつた場合の発生ピークの違い

患
者
数
等

ピークを
遅らせる

対策なし

対策あり

ピーク時の患者数等を
小さくする

医療提供の
キャパシティ

オ黄浜市

来斤型インフルエガ 等

対策行動計画が

対象とする感染症

新たに人から人に感染する能力を有することとなつ

たウイルスを病原体とするインフルエンザ

かつて世界的規模で流行したインフルエンザであつ

て、その後流行せず長期間経過し、多くの人が免疫を

持つていないインフルエンザ

人から人に感染すると認められる疾病であつて、これま

でに矢□らねている感染症と症状等力洵弓らかに異なり、そ

の感染力及びり患した場合の危険性が極めて高しヽ感染症

※行動計画では①～③をまとめて、「新型インフルエンザ等」としています。



横浜市新型インフルエンザ等対策

行動計画では、新型インフルエンザ等

の状況により6つの発生段階に分類

し、対策を定めています。

※なお、国内での初めての患者が市内

で発生 した場合など、早い段階で市

内発生早期となる可能性もあります。

新型インフルエンザ等が発生してしヽない段階

海外で新型インフルエンザ等が発生した段階

国内で新型インフルエンザ等の患者が発生しているが、
市内での発生がない段階

市内発生早期
市内で新型インフルエンザ等の患者が発生しているが、
全ての患者の接触歴力月]査で追える段階

市内で新型インフルエンザ等の患者の接触歴が調査で
追えなくなつた段階 (感染拡大～まん延～患者の減少)

新型インフルエンザ等の患者の発生が減少し、低い水
準でとどまつている段階

未発生期 (I)
まだ、国内や海外で新型インフルエンザ等が発生していない段階。この段階から、発生に備えて様々な観点から

準備を行つています。

情報提供
ホTムページや広報よこはまなどさ
まざまな手段で情報をお矢□らせする

予定です。

新型インフルエンザ発生により食料

品、生活必需品の生産 。物流等に影響

が出ることが考えられます。

ページ参照



海タト発生期～市内発生早期 (I～Ⅳ )
新型インフルエンザ等が海外で発生した段階から、相談窓□、帰国者・接触者相談センター、帰国者・接触者外

来を設置して、国内・市内発生に備えます。

個 人・ 興露或
,IIページ参照

市内発生に備え、正しい矢□識、

発生時の行動などを確認します。

学校の長期体業に備え、家庭内での

役害」など対応方法を確認します。

食料品や生活必需品の備蓄状況を確認

しておきます。

横浜市の呼びかけにしたがつて住民接

種 (予防接種)※ 1を受けます。

情報提供

注意喚起
オ黄浜市

颯対策本部の設置

畿患者情報の全数把握・調査

攀情報収集と情報提供

や特定接種※2

インデル風ンザ 機  義
新型インフルエンザ等についての一

般的な相談窓□

いで帰国者・接触者外来を

受診しないでください。

一 饉医  闘
この時点では新型イ

ンフルエンザ等の診

察は原則行いません。

一般的な

相談

O)  苺颯

‐̈ ‐……‐   11-‐ 11111111   _¨ ‖|

事業者・職場
ページ参照

業務継続計画にしたがって事業を継続

します。

従業員の感染防止対策を徹底します。

横浜市の呼び/DNけ にしたがつて特定接

種 (予防接種)※ 2を受けます。

連
携

0  蟻

+

種

種

接

接

民

定

住

特

１

２

※

※

撃轟  螢 鶴嚢 本構  ン ‐‐

発生国からの帰国者で、発熱 。呼吸器

症状等がある方の受診相談窓□

帰国者接触者外来の

受診

マスクを着用し、公

共交通機関の利用を

避け、家族の運転す

る自家用車などを利

用することを心がけ

てください。

受診前に、帰国者・

接触者相談センター

に必ず電話相談

新型インフルエンザ

等が疑われる場合

は、帰国者・接触者

外来を紹介します。

サ驀   0  角甕 ずヽ

発生国/DNらの帰国者で、発熱・呼吸器

症状等がある方の受診相談窓□

入灘憲機雙入鰯撥機爾

検査の結果、新型インフルエンザ等と

確定した場合に入院

饉鯵

0漑祓 陽 入蝙

帰国者・接触者相談

センターに相談しな

医療機関

特定接種※ 2

住民に対する予防接種。ワクチン及び接種体制が整い次第、国が定める優先順位に従い順次予防接種を行つていきます。

医療の提供や国民生活・経済の安定のためにあらかじめ指定された業務を行う事業者、新型インフルエンザ等の業務に携わる公務員へ

の予防接種。

淳一
取り消し線

淳一
テキスト ボックス
を診察




■ 市内感染期 (V)
市内に感染が広がる前までに医療体制の切替えの準備を進め、市内で感染が広がつた場合には、診療を一般の

医療機関で行うよう切り替えます。また、不要不急の外出の自粛要請など、市民の健康や医療
・社会・経済機能な

どへの影響を最小限に抑えるための対策をさらに強化して実施していきます。

情報提供

ページ参照

外出等
自粛要請

短い時間で広く市民のみなさんに

お知らせする必要がある場合、地

域でのチラシの回覧などをお願い

する可育旨性があります。

一般的な

相談

横浜市
瘍市民 。事業者への情報提供。感染対

策の徹底、不要不急の外出自粛要請

醸要援護者への支援

インフ′わ正ンザ る轟談 融
新型インフルエンザ等につしヽて

の相談窓□

鰯 颯 吻 爾
躊 鶴 □ 隕

個人`家庭
珀0成

感染防止対策を徹底します。

不要不急の外出は自粛します。

学校体業に対応します。

横浜市の呼びかけにしたがつて

住民接種を受けます。

連携

医療機関

卜蝿隧辣翁

入購麟鸞鶯入憑簾畿爾

重篤な場合には、患者の入院対応・治療を行います。

……鷺_Ⅲl器   ………鳶,………

事業者・職場

事業の風用町 を考えて事業を継続します。

従業員の感染防止対策を強化します。

,,ページ参照

:小康期 (Ⅵ )
市民生活及び市民経済の回復を図るとともに、流行の第二波に備えます。

1対策本部の廃止                :発 生前の通常の医療体制へ

,新型インフルエンザ等相談窓□の縮小 。終了  ・ 第二波に備えた準備

市内発生早期までの診療体制とは異

なりますので、ご注意ください。

帰国者・接触者相談セン

ター及び帰国者・接触者外

来を終了し、一般の医療機

関での診療へ移行します。

一般の医  蘭
市内感染期になつてからは、一般の医療機関で新

型インフルエンザ
｀
等に係る診察を行います。

(新型インフルエンザ等に係る診察を行わない医療機関もあります。)

竃欝時の対

新型インフルエンザ等対策特別措置法 (特措法)

に基づき、国が緊急事態宣言 (※ )を した場合、横

浜市|よ神奈川県とともに右の対応を行います。

瘍不要不急の外出自粛・学校等の施設の使用制限の要請など

鰊住民接種 (特措法に基づくもの)

鶉必要に応じて、臨時の医療施設開設

颯水の安定供給

瘍生活関連物資等の価格の安定要請など

※緊急措置をしなければ、医療の限界を超えて、国民の生命・健康を保護できず、社会混舌Lを招くおそれが生じる事態であることを国民に示すも



個人0庭・地土或

風評などに

惑わされないように、

正しい情報を

入手しましょう。

政府、横浜市、他の

自治体が発表する

最新の正確な情報

を入手する。

情報源をきちんと確認する。

様々な情報や風評などで偏見を

持つたり、パニックを起こさない

ようにする。

十分な栄養と睡眠をとり、

体力や抵抗力を高める。

咳エチケット

めのマナー)

(咳が出るときに周りの人に感染させなしヽた

を心がける。
日ごろから

感染防止対策を

心がIナましょう

流行時の

注意事項を

理解して

おきましょう

咳やくしゃみをするとき

は鼻と□をティッシュな

どで覆う。

使用 したティッ

シュはすぐにフ

タ付のゴミ箱に

捨て、手を洗う。

症状のある人はマスクを正し

く着用する。

外から帰つたときには流水で

手を洗い、うがいをする。

減らす。そのために、食料や日用品、水

などを備蓄しておく。

感染した人が増えて医療

機関が満床になつた場

合、軽症のうちは自宅で

療養することになるた

め、家庭でも看護時の注

意を確認しておく。

(例 )

・患者さん専用の部屋を用意し、定期的に換気する。

・患者さんも家族もマスクを着用する。

・患者さんの世話をした後は、よく手を洗う。

・患者さんが触れた場所は消毒用アルコールで消毒

する。

学校等の長期休

業に備えた、家

庭内での役害」分

担・対応方法な

どを事前に検討

しておく。

発症した場合の

正しい対処法を

身につけて

おきましょう

夕事     漆守  蛉
発生国からの帰国者で、

38℃以上の発熱・呼吸

器症状等が認められる場

合、まず、帰国者・接触者

相談センターに電話連絡

して、指示を受ける。

欝又繹茉覇

市内感染期には一般の

医療機関での診療とな

る。軽症での救急車の

利用は控える。

事業者・職場
事業所における感染拡大の防止のため、業務継

続計画を定めて、在宅勤務への切替えや事業

の縮小などの対応策を準備しておく。

14 _|‖‖_1■ 1…  …澤」、

(例 )

・ラッシュ時の通勤をさける・対面での会議をさける

・十分な換気       ・体調不良者への対応



長期保存が可能な食料品

(米、乾めん類、乾バン、缶詰等)

水

育児用調製粉孝L

マスク (不織布製マスク)

体温計

ゴム手袋 (破れにくいもの)

水枕・氷枕 (頭やわきの下の冷却用)

漂白斉」(次亜塩素酸を含み消毒効果があるもの)

消毒用アルコール (アルコールが 70%程度含まれているもの)

常備薬 (胃腸薬、痛み止め、その他持病の処方薬)・ ばんそうこう

ガーゼ・コットン

トイレットペーノヾ―・ティッシュペーノヾ―・ペーパータオル・保湿ティッシュ

洗剤・石鹸 (せつけん)・ シャンプー・リンス

生理用品 (女性用)・ 紙おむつ

ビニール袋 (汚染されたごみの密封等に利用)

カセットコンロ・コンロ用のガス

懐中電灯・乾電池

■横浜市新型インフルエンザ等相談窓□

■横浜市帰国者・接触者相談センター   TEL

※発生後に新型インフルエンザ等相談窓□、帰国者・接触者相談センターを設置し、横浜市ホームページ・広報よこはま等で電

話番号等をお知らせします。


